
学校側への依頼事項

会社名 一般財団法人言語交流研究所・ヒッポファミリークラブ

プログラム名

①地域社会、国際社会に向かう多言語コミュニケーション力と心を育てる②多言語活動を通じて、異文化理解と自己肯定力を培う

プログラムの内容

◆多言語で自外国語の壁をなくし、地域社会や海外にチャレンジする意欲を育てる①英
語のみならず韓国語、中国語、フランス語、ロシア語など21言語に耳から触れ、自分で
も言ってみる。②世界の歌や音楽を全身で楽しむ③高校留学や海外ホームステイの体験
から、学ぶ④自分の考えや将来の夢をシェアしあう。

対象生徒 高校生1年～3年、多世代（幼児、小学生、中学生、大学生、成人、シニア）

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの
所要時間
実施場面

５０分×(4～６)コマ

授業・学校行事・学年行事

プログラムのねらい

連絡先

部署名 新プロジェクト

担当者 上斗米正子 ＷＥＢ http//www.lexhippo.gr.jp/

電　話 03-5467-7041(代） e-mail ms-kamitomai＠lexhippo

学校側へご提供いただけるもの

①プログラムに使う多言語音源マテリアル②プログラムに関する理論と実践の資料③多言語活動の効用の資料など

学校負担費用 可能でしたらプログラム担当者（3－4人）交通費実費

企業のＷＩＮ

①多言語活動40年の実践と成果を教育現場に貢献②学校や地域との新なネットワークを構築する

学校のＷＩＮ

①学生さん方の学生生活や将来の目的が大きく広がる②多言語活動と国際的な体験が加わることで、学校の国際化が広まる

①学校側窓口先生との打ち合わせ②プログラム全体の内容とゴールを共有など

プログラムシート

未来をひらく多言語プログラム「世界のことばで話そう！」

学校側に整えてもらいたい設備・環境

①マイク、音響②プロジェクター、スクリーン③フリースペース


